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第第第第１１１１章章章章    食食食食のののの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心確保確保確保確保にににに関関関関するするするする奈良県奈良県奈良県奈良県のののの方針方針方針方針    

  近年多種多様な食品に起因する事件の続発により食品の安全性に対する県民の信頼は大きく揺らいでいます。そこで、より一層食品の安全・安心確保を図るため、「県民への安全・安心な食品の提供」を目的として「なら食の安全・安心確保の推進基本方針」を策定しました。  この基本方針のもとに県は、生産者、製造・加工、流通・販売等食品等事業者及び消費者と相互に連携し、県民の安全で安心できる食生活の実現と健康の保護に向けて積極的に取り組んでまいります。 
 

 

 

 

 

 

 【基本的な考え方】 食品の安全・安心確保対策は、県民が健康で安全・安心な生活を営むためには、欠くことのできない重要な施策であり、生産、製造・加工、流通・販売、消費のすべての段階において予防原則にたった総合的な対策を推進する必要があります。食品を通じた安全・安心な社会づくりを実現するためには、生産者、製造・加工業者、流通・販売業者、消費者ならびに県がそれぞれの役割を十分に認識し、相互の理解と協力のもと、その役割を果たすことが重要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針基本方針基本方針基本方針１１１１：：：：消費者消費者消費者消費者へのへのへのへの食品安全食品安全食品安全食品安全・・・・安心安心安心安心のののの確保確保確保確保    １ 消費者との相互理解と意見の反映 

ならならならなら食食食食のののの安全安全安全安全・・・・安心確保安心確保安心確保安心確保のののの推進基本方針推進基本方針推進基本方針推進基本方針    

２ 食品の安全に関する情報提供・公開の推進 ３ 食品の安全・安心に関する教育活動 ４ 食品表示適正化の推進 ５ 県産食品の信頼性の確保 
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基基基基本方針本方針本方針本方針２２２２：：：：生産生産生産生産からからからから流通流通流通流通・・・・消費消費消費消費におけるにおけるにおけるにおける食品食品食品食品のののの安全確保安全確保安全確保安全確保    

基本方針基本方針基本方針基本方針３３３３：：：：新新新新たなたなたなたな食品安全行政食品安全行政食品安全行政食品安全行政にににに対応対応対応対応するためのするためのするためのするための体制等体制等体制等体制等のののの充実充実充実充実    

１ 生産段階における指導・監視の強化 ２ 製造、加工、調理段階における監視・指導の強化 
７ 食品の安全に係る関係機関との連携強化 
３ 流通段階における監視・指導の強化 ４ 試験検査体制の充実 ５ 食品の安全に係る調査の実施 ６ 自主管理体制の推進及び支援 
１ 奈良県食品安全・安心推進本部等の設置 ２ 行政対応窓口の一元化 ３ 危機管理体制の充実 
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第第第第２２２２章章章章    食食食食のののの安全安全安全安全・・・・安心確保安心確保安心確保安心確保にににに関関関関するするするする奈良県奈良県奈良県奈良県のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

 

 生産、製造・加工、流通・販売、消費の各段階における関係者が一体となって安全で安心できる食生活の実現と健康の保護を図ることを目的として策定した「なら食の安全・安心確保の推進基本方針」に基づき、実施する事業を、基本方針ごとに紹介します。 
 

 

 

第第第第１１１１節節節節    消費者消費者消費者消費者へのへのへのへの食品安全食品安全食品安全食品安全・・・・安心確保安心確保安心確保安心確保のためののためののためののための推進推進推進推進    

 

 

 【基本方針】 消費者及び生産者や製造・加工、流通・販売等の食品等事業者とリスクに関する情報・意見を交換する仕組みを設け、相互理解を深めるとともに、消費者の意見を施策に反映できるよう努めます。 
 

 

 

 生産・加工・流通等食品に関わる各段階の事業者や消費者の代表、及び学識経験 者等で奈良県食品安全・安心懇話会を開催し、意見交換を行っています。 
 標取組目 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 食品安全・安心懇話会の 開催 2 回 2 回 2 回 消費・生活 安全課 
 

 

 

 

 

 【基本方針】 消費者が安全で安心できる食品を選択するため、県民自らが食品に関する全般的な知識・判断基準を持てるようになることが必要であることから、科学的な情報収集・蓄積を

１ 消費者との相互理解と意見の反映 

２ 食品の安全に関する情報提供・公開の推進 

消費者等との意見交換促進 
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図るとともに、保有する情報についてもホームページ・広報誌等により県民が利用しやすい情報として提供・公開します。 また、生産者、食品等事業者による食品の安全・安心に関する情報の自主的な公開を促進します。 
 

 

 食を通じた健康づくりを推進するため、ホームページ・リーフレットにより県民 に情報提供しています。健康なら２１計画の目的である健康寿命の延伸と早世の減 少を達成するためには生活習慣病対策が重要となりますが、奈良県における栄養・ 食生活の現状は、「野菜の摂取不足」・「脂肪の過剰摂取」・「塩分の過剰摂取」など問 題が多く、生活習慣病予防にはこれらの改善が必要です。そこで、県民の食を通じ た健康づくりを推進するために事業を実施します。 ○「奈良県版食事バランスガイド」による推進   より身近なツールとしての「奈良県版食事バランスガイド」により適切な食生 活を普及し、健康づくりを推進します。    ○ホームページで食生活と生活習慣病予防に関する情報提供、情報交換をします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 食を通じた健康づくり ホームページアクセス数 180,000 件 203,433件 210,000 件 健康増進課 
 

 

食を通じた健康づくりの推進 
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 ホームページの整備・充実を行い、安全安心に関する各種情報の迅速な提供を行 います。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 ホームページアクセス数 17,000 件 10,798件 17,000 件 消費・生活 安全課 
 

 

 

 

 

 健康食品を選ぶ際やインターネットによる個人輸入の際の留意事項などをホーム ページへ掲載し、また健康展での展示などにより県民への情報提供を行っています。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 健康展入場者数 5,000人 5,000人 5,400人 薬務課 
 

 

 

 

 

    奈良県産畜産物の新鮮さや安全性を、イベントなどへの参加を通して県民へ広く ＰＲします。また県内畜産ブランドについて、生産、流通、販売に関する情報を一 元管理し、ホームページ等による情報発信を始めます。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 畜産フェア 2 回 2 回 事業終了 チラシ配布数 26,000枚 26,000枚 事業終了 大和畜産ブランドの 情報発信 － － ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載 畜産課 

 

未承認医薬品の危害防止 

 

畜産物の普及推進 

 

安全安心に関する情報提供 
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 【基本方針】 消費者が自ら安全・安心な食品を選択し、安全に消費するのに必要な知識を得られるよう、消費者教育の充実を進め、普及啓発を図ります。 特に、学校教育等を通して、正しい食事のあり方と望ましい食習慣を身につけるための食育の充実を図り、食品の安全性に関する知識や消費者教育などを推進します。    学校教育において、食育の重要性や食に関する選択力の育成につなげる指導につい て研修会を開催します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 研修会開催回数 3回 3回 3回 保健体育課      栄養教諭が中心となって、学校の内外において家庭 や地域と連携を図りながら、食育推進を図ります。 ○ふれあい料理教室の開催 ○食育体験・農業体験（ゲストティーチャー活用） 等の開催   ○食育啓発資料の作成（全学校配布） 
 

 

 

 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 ふれあい料理教室の開催 17回 17回 7回 食育体験・農業体験（ゲストティーチャーによる） 等の開催 17回 17回 7回 保健体育課 (新規栄養教諭配置 校を実践校とする ため平成21年度は 7 校)  

３ 食品の安全・安心に関する教育活動 

学校における食育推進研修会の開催 

 

栄養教諭を中核とした食育の推進 
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 地域で食に関する講習会を開催し、食事バランスガイドの普及啓発を行います。 （一部奈良県食生活改善推進連絡協議会へ委託） 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 親子食育教室参加者数 1,500人 (50 回  開催) 4,522人 (74回  開催) － 食生活改善教室の開催数 － － 7回 展示会、イベントの開催数 － － 7回 

健康増進課 
 

 

 

 

 

 食の安心・安全講座を開催し、県民の「食の安全・安心」についての理解を促進し ます。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 食の安心・安全講座開催数 6回 6回 6回 食の安心・安全講座の 参加者 300人 245 人 300人 消費・生活 安全課 

 

 

 

 

 【基本方針】   「食品衛生法」、「農林物資の規格化及び品質表示の適正化に関する法律 (ＪＡＳ法)」、「不当景品類及び不当表示防止法」、「計量法」等食品表示関連法に基づく表示の適正化について食品等事業者を啓発します。   また、消費者による食品表示サポーター制度を設け、消費者が安心して選択できる食品表示の推進を図ります。 

食を通じた健康づくりの推進 

 

４ 食品表示適正化の推進 

消費者教育の推進 
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   ①景品表示法 
    不当な景品類や不当表示の防止のための啓発・取締りを行います。 ②食品衛生監視指導    食品衛生監視指導計画に基づく監視指導を実施します。特に、夏期・年末一斉取  締りにおいては、食品衛生法及びＪＡＳ法など食品表示関連法に基づく監視指導を  実施し、適正表示の推進を図ります。 ③食品表示サポーターの設置   県民から食品表示サポーターを募集し、ＪＡＳ法を中心に食品表示の適正化の推 進を図ります。 ④「食品表示１１０番」の設置など計量法に係る表示の試買調査 商品の試買調査を行い、計量法に基づく内容量及び表示の適正化を図ります。  取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 景品表示法にかかる調査 随時調査 相談・申告 7件 随時調査 食品衛生監視指導計画に 基づく監視指導 10,659回  20,221 回 10,464回 食品表示サポーター 登録者数 100名 39 名 100名 食品表示サポーターからの 通報に基づく特別調査 4回/年 4回/年 4回/年 

消費･生活 安全課 
試買調査の実施回数 試買数 年 2回 (中元、歳暮) 500個 年 2 回 (中元、歳暮) 470個 年 2 回 (中元、歳暮) 500個 産業支援課   

 

 

 

 

 

 

 

食品表示の適正化 
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 【基本方針】 消費者と生産者等が相互に理解を深め「顔の見える関係」を築くため、生産者等が実施するイベント活動等への支援を行い、地産地消運動の推進を図ります。 ホームページ等により、県産食品の安全性に関わる情報を提供します。  
 

 

 

 「大和野菜」の産地育成と流通体制の確立に取り組むとともに、消費者に情報提供 を行い県産野菜の消費拡大を図っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 消費者交流会開催数 4回 4回 4回 農業水産 振興課 
 

 

５ 県産食品の信頼性の確保 

大和野菜の振興対策 
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 生産者及び消費者等に対し表示制度の普及とともに制度の適正運用を図ります。 品目：米、ナス、柿、梅、いちご 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 情報開示農産物の 新表示品目数 1 品 0 品 1 品 農業水産 振興課 
 

 

 土づくりと、化学肥料・化学農薬の使用量の低減により環境負荷 の少ない農業を推進するとともに、それに取り組む生産者（エコ ファーマー）を認定しています。 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 エコファーマーの認定数 130名 13名 (再認定数 60名) 130名 農業水産 振興課 

奈良安心農産物提供事業 

 

 

資源循環型農業の推進 
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 奈良県産畜産物の新鮮さや安全性を広くＰＲし、奈良県産畜産物の普及及び消費拡 大を図ります。また、大和肉鶏や大和牛などの畜産ブランドの流通推進事業を支援し ています。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 畜産フェア開催・入場者数 2 回 17,000人 2 回 2,000人 事業終了 消費者交流会開催数 3回 3回 事業終了 イベントへの参加による 大和畜産ブランドのＰＲ － － 5回 畜産課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県内畜産物の普及推進 
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 奈良県における特用林産物を代表するきのこ類について、普及促進、消費拡大を図り ます。 ○消費者向け きのこ消費ＰＲ講習会「きのこ効能説明会」の開催 ○「奈良特産品」きのこ料理レシピ集の制作及び配布 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 きのこ消費ＰＲ講習会 開催数 1 回 1 回 1 回 レシピ集制作数 1,000 部 1,700 部 2,000 部 林政課   ※奈良県特用林産振興会を通じて、イベント（なら食と農のフェスティバル）等で、 奈良県産きのこを使った試食を行い、きのこ料理レシピ集を配布しています。   試食数（H20 実績） 延べ 2,500人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特用林産の振興対策 

 

 ぶなしめじ 
 エリンギ 

 菌床しいたけ 
 

原木しいたけ 
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第第第第２２２２節節節節    生産生産生産生産からからからから流通流通流通流通・・・・消費消費消費消費におけるにおけるにおけるにおける食品食品食品食品のののの安全確保安全確保安全確保安全確保のののの推進推進推進推進    

 

 

 【基本方針】  １ 農産物について 農薬の使用にあたっては、農薬取締法に定める適正使用を推進するため、啓発並びに指導・監視を行い、食品としての安全確保を推進します。   消費者の安全・安心の確保及び信頼される手段として、生産履歴の情報開示を推進します。 ２ 畜産物について                                                         飼料及び動物用医薬品の使用にあたっては、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律、薬事法、動物用医薬品の使用に関する省令の定める適正使用を推進するため、啓発並びに指導・監視を行い、食品としての信頼確保を推進します。   消費者の安全・安心の確保及び信頼される手段として、生産情報が開示できる仕組みの推進を行い、食品としての信頼確保を推進します。       ３ 養殖生産物（食用に供するものに限る）について   水産用医薬品の使用にあたっては、薬事法等に定める適正使用指導・監視を行い、食品としての安全確保を推進します。     ４ 特用林産物（食用に供するものに限る）について                             農薬の使用にあたっては、農薬取締法に定める適正使用を推進するため、啓発並びに指導・監視を行い、食品としての安全確保を推進します。 
 

 

 

 

 農薬の適正使用を農業者、農薬販売店等の農薬取扱者へ指導するとともに、消費者 に対しては農薬への理解の促進を進めます。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 講習会開催数 ﾘｰﾌﾚｯﾄ・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成数 1 回 5,000枚 1 回 5,000枚 1 回 5,000枚 農業水産 振興課 
 

 

１ 生産段階における指導・監視の強化 

農薬の適正使用の推進 
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 農家の農薬や肥料の使用状況など生産履歴を確認機関において検査し、適正に使用さ れていることを確認します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 残留農薬分析検体数 25検体 20 検体 25検体 農業水産 振興課 
 

 

 

 

 

   農薬の隣接園への飛散について、農薬の飛散量、残留性の把握を行い、飛散軽減対 策を検討します。（農業総合センター） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 作物調査検体数 10 検体 20 検体 20 検体 現地調査の実施回数 5回 0 回 － 農業水産 振興課 
 

奈良安心農産物提供事業 

 

環境保全型農業の技術開発 
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   水産用医薬品などの養殖資機材の使用状況を調査し、水産用医薬品の適正使用の指 導及び残留検査を行います。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 水産用医薬品残留検査 2 検体 2 検体 2検体 説明会1回 (隔年実施) 農業水産 振興課 
 

 

 

 

 

   動物用医薬品販売業の許認可及び指導・検査等を実施します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 動物用医薬品検査数 30 件 54件 30 件 畜産課 
 

 

 

 

 

   家畜の疾病診断及び畜産物の検査を行います。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 家畜疾病診断及び畜産物 検査数 2,094検体 2,549検体 2,000 検体 畜産課 
 

 

 

 

 

養殖生産物の安全性の確保 

 

動物用医薬品の取締り 

 

病性の鑑定 
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   動物用医薬品の危機管理対策として、薬剤耐性菌の検査を実施します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 薬剤耐性菌検査 64株 20薬剤 12株 8 薬剤 8株 8薬剤 鶏のｻﾙﾓﾈﾗ 検査: 135検体  

畜産課  
 

 

 

 

 

   鶏卵肉の品質の検査を行います。また鶏の衛生検査や動物由来感染症のモニタリング 調査等を実施します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 鶏卵肉の品質検査 (鶏肉卵、鶏糞、環境材料) 135検体 ×2 回 76検体 － 畜産課  
 

 

 

 

 

   ２４ヶ月歳以上の死亡牛に対して、ＢＳＥ検査を実施します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 BSE検査頭数 250頭 204頭 250頭 畜産課 
 

 

 

薬剤耐性菌への対策 

 

養鶏の安全性確保 

 

死亡牛に対する全頭検査 
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 ○特用林産振興総合対策事業 特用林産物生産者を対象とした技術講習会などの開催をしています。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 特用林産物生産者向け 技術講習会 4回 4回 5回 生産者向け技術指導 （森林技術センター） 随時 講習会 7回 随時  林政課 

 

 

 

 

 

 【基本方針】 食品の製造、加工、調理段階については、食品衛生法に基づく監視・指導を充実させ、併せて、食中毒原因菌等微生物汚染、異物混入、指定外添加物の混入等の事故を未然に防止するため、総合衛生管理製造過程（ＨＡＣＣＰ）の手法を取り入れた監視・指導を食品等事業者に実施します。 HACCP：Hazard Analysis and Critical Control Point 宇宙食の安全性確保の方法が応用されたもので、食品製造において食品安全 上問題が発生する要因を分析し、最も効率よく管理できる部分を連続的に管 理して安全を確保します。 
 

 

 学校給食衛生管理の基準に基づいて、衛生管理の徹底を図るため、講習会を開催し ます。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 学校給食の衛生管理の 講習会 3回 3回 3回 保健体育課 

 

給食衛生管理について講習会の開催 

 

２ 製造、加工、調理段階における監視・指導の強化 

特用林産物生産者等への技術講習会 
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 製造・加工営業施設については、規格基準に適合する食品等を製造・加工するため 衛生上講ずるべき措置について、法的基準の遵守を監視指導し、食品等の安全性確保 を図ります。加えて、ガイドラインやＨＡＣＣＰの普及啓発により、食品等の安全性 の確保を図り、安心できる食品が消費者に提供されるよう推進していきます。  取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 食品衛生監視指導計画に 基づく研修部会開催 2 回  2 回  2 回 消費・生活 安全課 
 

 

 

 【基本方針】 県内に流通する食品の安全性確保のため、生産及び加工・製造施設並びに卸売り・量販店に対し、食品衛生監視指導計画等を策定し、効率的な監視・指導を実施し、食品表示関連法に基づく表示及び食品保存状況の適正化を図ります。 また、食品の仕入元・販売先の名称等の記録の作成・保存を指導します。  
 

 

 食品の流通施設に対しては、食品表示及び食品保管状況の適正化等が行われ、また 記録の作成・保存等がされるよう、食品衛生監視指導計画に基づき監視指導を実施し ます。 ○食品表示内容の検査機関による確認 ○中央卸売市場における施設・食品流通の監視指導 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 食品衛生監視指導計画に基づく監視回数 10,659回  20,221 回 10,464回 食品検査 (遺伝子組換え食品) 10 検体 10 検体 8検体 食品検査(食品添加物等) 365検体 368検体 394検体 中央卸売市場食品検査 476検体 440 検体 468検体 

消費・生活 安全課 

食品製造・加工に対する監視指導 

 

３ 流通段階における監視・指導の強化 

食品衛生監視指導計画に基づく監視指導 
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   食品の広告の中で医薬品的な効能効果を標榜するものに対して監視指導を行います。  また、苦情等に対し迅速効率的に対応するため、インターネットを利用した広告監視 を行います。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 監視施設数 368施設 368施設 265施設 薬務課 
 

 

 

 

 

 【基本方針】 科学的な監視・指導の実施及び食品に起因する健康被害の予防並びに事故発生時に即応するため、人材の養成・資質の向上、並びに検査機器の整備に併せ、検査の信頼性確保のための体制を充実します。 
    検査内容の多様化に対応できる検査体制（機器整備及び高度な検査技術）を確保し、 検査を効果的に実施できるようにします。また外部機関検査による精度管理を行いま す。 

 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 外部精度管理 3検査機関9 項目 3検査機関9 項目 3検査機関8 項目 消費・生活 安全課   ※H２０年度に食品衛生検査所において遺伝子増幅装置を増設しています。 
 

 

 

 

４ 試験検査体制の充実 

検査機器の整備と精度管理 

 

薬事監視指導・未承認医薬品の危害防止 
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 【基本方針】 食品の残留農薬及び有害微生物等の実態について、調査及び情報収集を実施するとともに、食品に係る環境汚染物質についても調査及び情報収集に努めます。 また、県産食品については、農薬及び動物用医薬品の使用実態を調査します。    有害な食品、規格基準等に適合しない食品の排除を目的とし、食品衛生法に基づき  各種検査を実施します。  取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 農薬モニタリング検査 遺伝子組換え等の表示 食品添加物等 食中毒原因検査 45検体 10 検体 368検体 随時 45検体 10 検体 368検体 357検体 75検体 8検体 394検体随時 消費・生活 安全課 
 

 

 

 と畜検査（牛・豚・馬・山羊・羊）及び食鳥検査を 実施します。なお、と畜についてはＴＳＥスクリーニ ング検査（ＢＳＥ検査含む）を実施します。 
  ※TSE：Transmissible spongiform encephalopathy （伝達性海綿状脳症） これには「BSE（牛海綿状脳症）」も含まれます  取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 食肉衛生検査事業 ・TSE ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査 (BSE検査含む) ・と畜検査(牛・豚・馬・ 山羊・羊) 

 全頭検査の実施  3,307頭  7,814頭  全頭検査の実施 食鳥肉衛生検査 ・食鳥検査 全鳥検査の実施 592,353羽 全鳥検査の実施 
 消費・生活 安全課 

食品衛生監視指導計画に基づく監視指導 

 

５ 食品の安全に係る調査の実施 

食肉・食鳥肉の衛生検査 
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 健康食品の買上調査を実施し、有害成分（医薬品成分等）検査などを実施し、健康 被害の発生や拡大を防止します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 健康食品の買上調査 5検体 2 検体 5検体 薬務課      河川、地下水や大気中の有害物質について調査し、農産物が生育する環境の汚染を防 止します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 河川等の水質調査 (健康項目、生活環境項目、 要監視項目、環境ホルモ ン等) 89地点 延べ111項目 1～12回/年 89地点 延べ111項目 1～12回/年 91地点 延べ111項目 1～12回/年 地下水の水質調査 (健康項目、要監視項目等) 63地点 延べ50項目 1回/年 65地点 延べ50項目 1回/年 70地点 延べ50項目 1回/年 大気環境の調査 (VOC、金属類、アルデヒド 類等) 3地点 延べ19項目 12回/年 3地点 延べ19項目 12回/年 3地点 延べ 19 項目 12 回/年 大気 12回/年 12回/年 12回/年 水質 7回/年 7回/年 10回/年 底質 5回/年 5回/年 6回/年 地下水 6回/年  6回/年 6回/年  ダイオキシン 類の調査 

土壌 9回/年 9回/年 8回/年 

環境政策課 

 

 

 

未承認医薬品による危害の防止 

 

環境汚染の防止対策 
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 年１回各市町村及び県立学校において食品の点検を行います。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 点検食品数 132 品目 141 品目 132 品目 保健体育課 

 

 

 

 

 

 【基本方針】 食品等事業者が、安全確保のため総合衛生管理過程（ＨＡＣＣＰ）の手法を取り入れた自主管理体制を確立できるよう技術的支援及び助言を行います。 
 

   学校給食施設の自主点検及び定期・日常点検を実施するよう指導します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 実施率 100％ 100％ 100％ 保健体育課 
 

 

 

 

 ＨＡＣＣＰの普及・啓発を推進します。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 研修部会開催数 2 回 2 回 2 回 消費・生活 安全課 
 

学校給食用食品の点検 

 

６ 自主管理体制の推進及び支援 

学校給食に関する指導助言 

 

ＨＡＣＣＰの普及啓発 
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   食品衛生協会の食品衛生指導員が食品営業者を巡回して訪問し、自主衛生管理など 食品衛生について指導を行います。 
 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 食品衛生指導員による 巡回指導回数 30,000 施設 31,127 施設 30,000 施設 消費・生活 安全課 
 

 

 

 

 【基本方針】  １ 部局間の情報の共有化  関係部局・機関は、食品の安全に係る情報の共有化を図り、環境汚染の影響等を含め、総合的に食品の安全確保を図ります。  ２ 関係自治体との連携強化  食品の安全・安心確保に関する情報については、関係自治体と相互に連携し、効果的な普及啓発事業の指針や監視・指導の強化に努めます。 ３ 国への要望等  食品の安全・安心の確保に重要な役割を持つ国には、食品の安全・安心確保対策の強化を働きかけます。       食品が全国に流通し、都道府県をまたいだ広域的な事件が発生する中で、厚生労働 省・消費者庁や他自治体との連携は重要であり、連携を進めていきます。    ○全国食品衛生主管課長連絡協議会    ○全国食品安全自治ネットワーク会議    ○近畿地域食の安全・安心行政推進連絡会議    ○奈良県食品安全・安心推進本部（奈良市及び庁内）    ○奈良県食品表示連絡協議会    ○その時期の課題に関する政府要望 

７ 食品の安全に係る関係機関との連携強化 

食品衛生巡回指導 

 

厚生労働省・消費者庁・他自治体との連携 
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第第第第３３３３節節節節    新新新新たなたなたなたな食品安全行政食品安全行政食品安全行政食品安全行政にににに対応対応対応対応するためのするためのするためのするための体制等体制等体制等体制等のののの充実充実充実充実    

 

 

 【基本方針】  なら食の安全・安心確保の推進基本方針は、県民の健康の保護を最優先にした新しい食品安全行政に対応するための指針です。  この指針に従いより的確に県民の「安心」と「信頼」を確保するための施策づくり及び推進管理を行う機関として奈良県食品安全・安心対策本部を設置し、また、消費者・生産者・製造加工業者・流通販売業者等の施策づくりへの参画が今まで以上に重要であることから関係者からなる奈良県食品安全・安心懇話会を設置しています。   
  農産物の採取から加工、流通、販売の各段階における事業者、及び消費者を代表し 委員を招き、食の安全･安心に関する意見交換を行います。  主な意見交換の例： 食品テロに対する備え、事故米やメラミン、農薬混入事件に対する県の対応に ついて 

 取組目標 H20 計画 H20 実績 H21 目標 備考 奈良県食品安全・ 安心懇話会の開催数 2 回 2 回 2 回 消費・生活 安全課 
 

 

 

 

 

 

 【基本方針】 生産から消費までのすべての過程において展開する各種施策の方向性を定め、総合的に対応するため、関係部局間の連携に重点をおいた総合的な窓口を整備します。 

１ 奈良県食品安全・安心推進本部等の設置 

生産・流通・販売者及び消費者、行政の意見交換 

 

２ 行政対応窓口の一元化 
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   食品の表示制度については、食品衛生法、農林物資の規格化及び品質表示の適正化 に関する法律（ＪＡＳ法）など、複数の法律により規定されており、その利便性や制 度間の整合的運用の問題が指摘されています。 このため、相談窓口の一元化（ワン・ストップ・サービス）のもと、消費者や事業 者に的確で分かりやすい相談を供し、また食品の安全行政に係る総合的な推進を目指 し、体制整備を行っています。    
 

 【基本方針】 食品の生産から消費にかかわる関係者を原因として発生する危害の拡大防止及び健康被害等に対し、迅速かつ適切に対応するための危機管理体制の整備・充実を図ります。  
 

  危機発生時に、関係機関と速やかに連携し行動できるよう、連携体制や基準、マニュ アルを準備し、継続的に見直しを行います。  方針、要領等 内容 備考 奈良県健康危機 管理基本指針 健康安全局の所管する生命、健康の安全に関する危機管理の適正を図ることを目的として、本指針に基き、食中毒健康危機管理実施要領、医薬品等事故健康危機管理実施要領、各保健所健康危機管理マニュアル、飲料水健康危機管理実施要領、感染症健康危機管理実施要領等、規定しています。 
健康安全局 総務室 

食中毒対策要領、 食中毒処理マニュ アル 県関係機関及び国との連携を図り、迅速な情報収集、患者・原因施設調査、検体検査及び措置等を行い被害拡大を阻止します。また平時から食中毒の発生防止に努めます。 消費・生活 安全課 
 

食品表示関係法取扱部署の一元化 

 

３ 危機管理体制の充実 

危機管理にむけた体制の整備・充実（１） 
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 方針、要領等 内容 備考 感染症対策 マニュアル 県民の健康を守るため、県民一人ひとりにおける感染症の予防対策の実施及び患者に対する良質かつ適切な医療の提供による社会全体の予防を推進します。 健康増進課 
未承認医薬品等による健康被害等拡大防止要領 未承認医薬品やいわゆる健康食品を原因とする健康被害に迅速に対応します。 薬務課 高病原性鳥インフ ルエンザ発生時の 対処指針 特殊肥料製造業者及び販売業者、生産者への 聞き取り調査を実施します。 農業水産 振興課 奈良県高病原性 鳥インフルエンザ 防疫対策本部設置 要領 県関係課並びに市町村・関係機関との連携を図り、発生時には迅速な防疫措置を行い、鳥インフルエンザのまん延を阻止します。 奈良県ＢＳＥ （牛海綿状脳症） 対策本部設置要領 正しい知識の普及に努めるとともに、発生時、給与飼料等の調査を行います。 

畜産課 
 

 

 

 

危機管理にむけた体制の整備・充実（２） 

 


